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全　体　構　想


	１　学年、教科・領域
	中学校第３学年　　道徳

	２　ねらい
	・困難に屈することなく、自己の向上を図り、将来に向かって個性を伸ばして充実した生き方を求めようとする気持ちを高める。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・人間は、だれでもよりよく生きたいと願っている。また、一人一人の人間は姿や形が違うように、人には、必ずそれぞれのよさがあるものである。個性を発見し、それを伸ばしていくことは、人それぞれの生涯をかけての課題でもある。それは、困難に屈することなく、絶えず自己を高めようとする意欲や態度をもち続けることで実現できるであろう。
・本実践は、自分を振り返り、今の自分を前向きに考え、少しのことにくじけることなく行動しようとする意欲をもたせることに重きを置いている。生徒の自己理解に重点を置き、実生活においてストレスコントロールしていくというキャリア教育の視点から、意義ある活動である。





EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(こと),箏)
１　学年、教科・領域　　　中学校第３学年　　道徳【1-(5)】
２　本時の目標
（1） 困難に屈することなく、自己の向上を図り、個性を伸ばして充実した生き方を求めよ
うとする気持ちを高める。
（２）「自己理解・自己管理能力」＜前向きに考える力、ストレスコントロール＞
３　準備
　○　資料「箏」（出典：明るい人生）、振り返りシート
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　宮城道雄の略歴を知り、宮城道雄のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(そうきょく),箏曲)を聞く。
	○宮城道雄のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(そうきょく),箏曲)「春の海」などを聞かせる。

	２　本資料を読んで話し合う。　　　
(1) 　筆者は、目が見えないということをどのように考えていますか。
・今は、よかったと考えている。
(2)　筆者は、最初から、このような心境に到達していたのでしょうか。 

　・不安なことばかりで、苦労があったと思う。

・目が見えれば、いろいろな職業に就けると思ったかもしれない。
(3)　箏と筆者の関係は、どのような関係ですか。また、箏は、筆者の生活にとって、どんな意味をもっているでしょうか。
・「わたし」にとってなくてはならないものと考えている。
(4)　筆者は、芸道の修行について、特に心掛けなければならないことは、どんなことだと言っていますか。
・慢心の戒めがないといけない。
３　生活を振り返る。
(1)　自己の向上のために、日ごろどんなことに気を付けたらよいでしょうか。
・少しのことにくじけないで、よいところを見つめたい。
・自分に自信をもって、今、よいと思うところをしっかり伸ばしたい。
	○資料「もし、なまじ目があいていたら・・・。」「目の見える人は・・・。」の部分にも注目させる。
○資料に即し、筆者の気持ちになって考えさせるように導く。なお、発言が不活発な場合には、班ごとの話合いなどを活用する。
○現在の筆者にとって箏の存在の大きさを、共感的に理解させる。
○芸道の修行についての筆者の考えを理解させ、厳しい精進と謙虚な心に気付かせる。
◎振り返りシートに自己の向上を前向きにとらえて書き、発表させることで自らを振り返らせる。
☆物事を前向きに考え、少しのことにくじけず行動しようとする意欲が高まったかを振り返りシートや発表内容から判断する。

	４　教師の話を聞く。
	○振り返りシートに書いた思いをいろいろな場で、自己評価することを伝え、「自己を高める」ことの意識化を図る。
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題材名





本実践








「箏」（道徳）


(1) 困難に屈することなく、自己の向上を図り、個性を伸ばして充実した生き方を求めようとする気持ちを高める。


(2) キャリア教育としての目標


「自己理解・自己管理能力」


＜前向きに考える力、


ストレスコントロール＞





朝の会、帰りの会で、いろいろな活動を見直し、自己理解を深める指導を更に展開する。





＜当番活動＞


・日直


・給食当番


・掃除当番


・委員会活動





＜学級活動＞


望ましい勤労観・職業観の形成





他の活動や


職に関する活動へ








